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雨
が
多
く
な
る
季
節
を
迎
え
、
土
砂

災
害
が
多
く
発
生
す
る
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
６
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間

ま
た
、
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
が

け
崩
れ
防
災
週
間
で
す
。

　

こ
の
２
つ
は
梅
雨
を
目
前
に
土
砂
災

害
に
関
す
る
防
災
知
識
の
普
及
、
警
戒
、

避
難
体
制
の
整
備
促
進
、
土
砂
災
害
に

よ
る
人
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
土
砂
災
害
の
種
類
や
発
生
、

避
難
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
ま
と

め
ま
し
た
。

土
砂
災
害
に
つ
い
て

　

土
砂
災
害
を
発
生
さ
せ
る
現
象
は
主

に
「
が
け
崩
れ
」
「
地
す
べ
り
」
「
土

石
流
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
３
種
類
の
災
害
に
つ
い
て
、
発

生
の
前
兆
現
象
、
国
や
地
方
自
治
体
に

よ
る
対
策
を
見
て
い
き
ま
す
。

❶
が
け
崩
れ

　

が
け
崩
れ
は
、
地
中
に
し
み
込
ん
だ

水
分
が
土
の
抵
抗
力
を
弱
め
、
雨
や
地

震
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
急
激
に
斜
面

が
崩
れ
落
ち
る
現
象
で
す
。 

　

が
け
崩
れ
は
、
突
然
起
き
る
た
め
、

人
家
の
近
く
で
起
き
る
と
逃
げ
遅
れ
る

人
も
多
く
死
者
の
割
合
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
前
兆
現
象

・
が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
く
る

・
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
る　

な
ど

▼
主
な
対
策

　

が
け
崩
れ
対
策
と
し
て
主
に
法
枠

工
や
擁
壁
工
な
ど
の
工
法
で
法
面
保

護
が
行
わ
れ
ま
す
。

❷
地
す
べ
り

　

斜
面
の
一
部
や
全
部
が
地
下
水
の
影

響
を
受
け
て
下
方
に
移
動
す
る
現
象
で

す
。
突
然
移
動
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

長
い
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
移
動
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
前
兆
現
象

・
地
面
の
ひ
び
割
れ
、
陥
没

・
井
戸
や
沢
の
水
の
濁
り

・
地
鳴
り
、
山
鳴
り

・
樹
木
が
傾
く　

な
ど

▼
主
な
対
策

　

地
す
べ
り
は
様
々
な
要
因
が
組
み

合
わ
さ
っ
て
発
生
す
る
た
め
、
対
策

方
法
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
主

に
地
す
べ
り
の
原
因
と
な
る
地
下
水

を
遮
断
し
た
り
、
抜
く
な
ど
要
因
を

低
減
さ
せ
る
抑
制
工
と
擁
壁
や
ア
ン

カ
ー
、
護
岸
な
ど
の
構
造
物
で
安
定

化
を
図
る
抑
止
工
に
分
け
ら
れ
施
工

さ
れ
て
い
ま
す
。

❸
土
石
流

　

急
峻
な
山
に
囲
ま
れ
、
木
曽
川
の
支

川
な
ど
小
河
川
や
沢
が
多
い
大
桑
村
で

特
に
気
を
付
け
た
い
土
砂
災
害
で
す
。 

　

土
石
流
は
山
腹
や
川
底
の
石
、
土
砂

が
長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
一

気
に
下
流
へ
押
し
流
さ
れ
る
現
象
を
い

い
ま
す
。 

　

流
れ
の
速
さ
は
時
速
40
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
達
し
、
一
瞬
で
下
流
域
を
壊
滅
さ

せ
ま
す
。 

　

近
年
は
荒
廃
山
林
か
ら
倒
木
等
が
大

量
に
流
さ
れ
、
さ
ら
に
被
害
を
甚
大
化

さ
せ
る
と
い
っ
た
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

▼
前
兆
現
象

・
川
の
水
が
濁
り
、
流
木
が
混
ざ
る

・
腐
っ
た
土
の
匂
い
が
す
る

・ 

立
木
が
裂
け
る
音
や
石
が
ぶ
つ
か

る
音
が
聞
こ
え
る　

な
ど

▼
主
な
対
策

　

土
石
流
発
生
時
に
直
接
土
砂
や
流

木
を
溜
め
こ
み
下
流
域
の
被
害
を
軽

減
す
る
砂
防
え
ん
堤
や
土
砂
を
溜
め
、

地じ

山や
ま

を
安
定
化
さ
せ
る
と
と
も
に
沢

の
流
れ
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
で
土

石
流
発
生
時
の
ス
ピ
ー
ド
の
軽
減
を

行
う
治
山
え
ん
堤
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る

　

こ
こ
か
ら
は
、
土
砂
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

1 

住
ん
で
い
る
場
所
が 

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
か 

 

ど
う
か
確
認
し
よ
う

　

３
つ
の
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る

区
域
は
土
砂
災
害
防
止
法
で
区
域
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
が
土
砂
災
害
警
戒

区
域
と
な
り
、
こ
の
土
砂
災
害
警
戒
区

域
の
う
ち
建
築
物
に
損
壊
が
生
じ
、
住

民
に
著
し
い
危
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
区
域
が
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
「
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
２
つ
の
区
域
は
各
家
庭
に
配
布

さ
れ
て
い
る
大
桑
村
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
確
認
で
き
ま
す
。

▲  大桑村 
ハザードマップ

土
砂
災
害

土
砂
災
害
をを
知
る
知
る

特 集
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ま
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
村
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

確
認
で
き
ま
す
。

　

 　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
、
避

難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

※ 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
で
は
な
い
区
域

で
も
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
自
宅
付
近
に
が
け
地
や

小
さ
な
沢
な
ど
が
な
い
か
確
認
し
、

あ
る
場
合
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

2 

雨
が
降
り
出
し
た
ら 

 

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
っ

た
と
き
、
村
が
避
難
指
示
を
発
令
す
る
際

の
判
断
や
住
民
の
自
主
避
難
の
参
考
と

な
る
よ
う
発
表
さ
れ
る
防
災
情
報
で
す
。

　

こ
れ
は
災
害
発
生
の
危
険
度
を
表
す

５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
う
ち
４
に
相

当
す
る
情
報
と
な
り
ま
す
。

3
警
戒
レ
ベ
ル
４
で
全
員
避
難
を

　

警
戒
レ
ベ
ル
は
１
、
２
を
気
象
庁
が

レ
ベ
ル
３
以
降
は
市
町
村
が
発
表
し
ま

す
。
こ
れ
は
レ
ベ
ル
１
、
２
が
大
雨
注

意
報
等
の
発
令
に
合
わ
せ
て
発
表
さ
れ

る
の
に
対
し
、
レ
ベ
ル
３
以
降
は
警
報

や
現
地
の
状
況
等
を
複
合
的
に

判
断
し
発
表
す
る
た
め
で
す
。

そ
の
た
め
、
レ
ベ
ル
３
は
「
高

齢
者
等
避
難
」
レ
ベ
ル
４
は

「
全
員
避
難
」
と
住
民
の
皆
さ

ん
が
的
確
な
避
難
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
発
表
さ
れ
る
も
の
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
最
後
の
レ
ベ
ル
５
は

「
緊
急
安
全
確
保
」
と
発
表
さ

れ
、
発
表
さ
れ
た
段
階
で
地
域

内
の
ど
こ
か
で
災
害
が
発
生
し

て
い
る
可
能
性
が
高
い
状
況
で

▲  村ＨＰ 
「防災情報」

❶
長
靴
は
履
か
な
い

　

 　

長
靴
は
水
が
入
る
と
歩
き
に
く
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
履
き
な
れ
た
ス
ニ
ー
カ
ー
で

避
難
を
行
い
ま
す
。

❷
肌
は
出
さ
な
い

　

 　

怪
我
を
防
ぐ
た
め
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着

用
し
、
軍
手
等
を
は
め
る
な
ど
可
能
な
限
り
肌

の
露
出
を
抑
え
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

転
倒
に
備
え
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
帽
子
を
か
ぶ

り
ま
す
。

❸
両
手
を
空
け
る

　

 　

非
常
用
グ
ッ
ズ
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
い
れ

る
等
、
両
手
は
使
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

❹
足
元
の
確
認
用
に
傘
か
杖
を

　

 　

夜
間
の
避
難
時
、
路
面
が
濡
れ
て
い
る
と
マ

ン
ホ
ー
ル
や
側
溝
な
ど
の
障
害
物
が
見
え
に
く

く
な
り
ま
す
。
傘
や
杖
を
使
っ
て
安
全
確
認
を

行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

❺
冠
水
箇
所
に
は
入
ら
な
い

　

 　

水
深
が
浅
く
て
も
、
沢
や
用
水
路
な
ど
に
よ

る
冠
水
の
場
合
、
流
れ
が
あ
り
足
を
取
ら
れ
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
危
険
な
箇
所
を
通
ら
な
け

れ
ば
避
難
で
き
な
い
場
合
は
在
宅
避
難
を
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

❻
で
き
れ
ば
２
人
以
上
で
避
難
を

　

 　

い
つ
も
通
り
慣
れ
て
い
る
道
で
も
、
冠
水
し

て
い
る
、
夜
間
で
見
え
に
く
い
な
ど
危
険
が
多

く
あ
り
ま
す
。
可
能
な
限
り
、
２
人
以
上
で
避

難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

す
。
無
理
に
避
難
は
せ
ず
、
自
宅

の
２
階
に
避
難
す
る
垂
直
避
難
を

行
う
よ
う
に
し
ま
す
。

安
全
に 

 
避
難
す
る
た
め
に

　

大
雨
に
よ
る
避
難
を
行
う
場
合
、

昼
夜
問
わ
ず
多
く
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。

　

安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
、
避

難
の
際
は
次
の
こ
と
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

▲  出典：政府広報オンライン 
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201906/2.html
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す
る
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
等
が
補
給
で
き
る
よ
う
に
備
え
て
お

き
ま
す
。

▼
備
蓄
を
始
め
る

　

備
蓄
品
は
備
蓄
用
と
し
て
眠
ら
せ
ず
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
（
蓄
え
る 

↓ 

食
べ
る 

↓ 

補
充
す
る
）
を
使
っ
て
、

日
常
生
活
の
一
部
と
し
て
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
無
理
な
く
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
誰
に
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
い
つ
発
生
し
て
も
大
丈
夫

な
よ
う
に
日
頃
か
ら
備
え
を
万
全
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
事
業
の
一
環
と
し
て
歯
科
健
診

を
行
い
ま
す
。

　

口
の
健
康
は
、
身
体
の
健
康
へ

の
第
一
歩
で
す
。
固
い
も
の
が
食

べ
に
く
い
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、

特
に
自
覚
症
状
は
な
い
が
、
口
の

状
態
を
確
認
し
た
い
な
ど
の
人
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
費
用
は
無
料
で
す
。

対
象
者

❶ 

令
和
５
年
度
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
人
（
昭
和
23
年
４
月

１
日
〜
昭
和
24
年
３
月
31
日
生

ま
れ
の
被
保
険
者
）

❷ 

令
和
５
年
度
に
76
〜
79
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
人
（
昭
和
19
年

４
月
１
日
〜
昭
和
23
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）
の
う

ち
、
直
近
で
生
活
習
慣
病
に
係

る
受
診
を
さ
れ
た
経
歴
が
あ
り
、

か
つ
、
令
和
５
年
度
に
歯
科
医

療
の
受
診
が
な
か
っ
た
人

❸ 
令
和
５
年
度
に
80
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
人
（
昭
和
18
年
４
月

１
日
〜
昭
和
19
年
３
月
31
生
ま

れ
の
被
保
険
者
）

※ 

令
和
６
年
度
か
ら
対
象
者
を
拡

大
し
、
前
年
度
に
80
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
人
も
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

　

対
象
者
に
は
案
内
通
知
と
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
医
療
機
関

　

長
野
県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯

科
医
院
（
一
部
の
病
院
は
除
く
）

健
診
期
間

　

令
和
６
年
７
月
１
日
㈪ 

 

〜
令
和
６
年
12
月
30
日
㈪

予
約
方
法

　

対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
を

し
て
い
た
だ
き
「
受
診
券
」
「
被

保
険
者
証
」
「
お
薬
手
帳
」
を
ご

持
参
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

歯
科
健
診
は
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
が
、
治
療
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
、
治
療
費
は
本
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
保
健
事
業
室 

℡
０
２
６
‐
２
２
９
‐
５
３
２
０

歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

村
で
は
、
県
と
共
同
で
地
区
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
支
援
を
行
い
ま

す
。 

　

地
区
防
災
マ
ッ
プ
は
、
地
区
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
、
避
難
場
所

や
危
険
な
箇
所
な
ど
を
書
き
込
ん

だ
災
害
時
に
活
用
で
き
る
地
図
の

こ
と
で
す
。 

　

詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限  

７
月
31
日
㈬

※ 

地
区
代
表
者
や
駐
在
員
等
に
よ

り
申
し
込
み
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課 

危
機
管
理
係 

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

災
害
へ
の
備
え

　

災
害
が
発
生
す
る
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
停
止
な
ど
で
物
流
が
停
止
す
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

避
難
に
備
え
た
非
常
用
グ
ッ
ズ
の
準

備
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
避
難
生
活

に
備
え
食
品
の
家
庭
備
蓄
を
行
う
こ
と

も
大
切
で
す
。

　

何
を
ど
れ
だ
け
、
ど
の
よ
う
に
備
蓄

し
て
い
く
の
か
紹
介
し
ま
す
。

▼
何
を
備
蓄
す
る
の
か

　

基
本
的
に
１
人
１
週
間
分
の
食
料
備

蓄
を
行
い
ま
す
。 

　

大
人
２
人
１
週
間
分
の
備
蓄
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〇 

必
需
品

　

・
水　

48
ℓ
（
１
人
１
日
約
３
ℓ
）

　

・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ　

１
台

　

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ　

12
本

〇
主　

菜

　

・
肉
、
野
菜
、
豆
な
ど
の
缶
詰　

18
缶

　

・
カ
レ
ー
等
レ
ト
ル
ト
食
品　

18
個

　

・
ソ
ー
ス
等
レ
ト
ル
ト
食
品　

６
個

〇
主　

食

　

・
カ
ッ
プ
麺
類　

６
個

　

・
パ
ッ
ク
ご
飯　

６
個

　

・
乾
麺　

 

そ
う
め
ん 

３
０
０ｇ　

２
袋

パ
ス
タ 

６
０
０ｇ　

２
袋

　

副
菜
と
果
物
は
普
段
か
ら
多
め
に

じ
ゃ
が
い
も
、
玉
ね
ぎ
、
カ
ボ
チ
ャ
な

ど
を
買
い
置
き
し
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
や
即

席
み
そ
汁
な
ど
、
避
難
生
活
時
に
不
足

地
区
防
災
マ
ッ
プ
作
成
地
区
募
集
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令
和
６
年
度

大
桑
村
二
十
歳
の
祝
賀
式

　

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、

「
成
人
式
」
か
ら
「
二
十
歳
の
祝
賀

式
」
に
名
前
を
改
め
て
開
催
し
ま
す
。

期　

日

　

８
月
14
日
㈬

会　

場

　

大
桑
村
役
場　

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者

　

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※ 

対
象
者
へ
は
後
日
通
知
文
書
を
送

付
し
ま
す
。

令
和
６
年
度  

敬
老
会

　

令
和
６
年
度
敬
老
会
を
開
催
し
ま

す
。
昨
年
と
同
様
、
祝
宴
は
行
い
ま

せ
ん
。

日　

時

　

９
月
18
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら

会　

場

　

大
桑
村
役
場　

多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容

　

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

対
象
者

　

77
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
88
歳
以
上

の
人

　

い
ず
れ
も
、
令
和
６
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
対

象
年
齢
を
迎
え
る
人

※ 

対
象
者
に
は
後
日
通
知
文
書
を
送

付
し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

福
祉
健
康
課 
福
祉
係 

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

須
原
駐
在
所
に
新
た
に
山
岡
伸
也

さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

● 

着
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
の
転
勤
で
、
長
野
県
警
察

本
部
地
域
部
自
動
車
警
ら
隊
か
ら
須

原
駐
在
所
へ
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
駐
在
所
勤
務
で
す
が
、

今
後
も
大
桑
村
の
皆
さ
ま
が
安
全
に

安
心
し
て
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
、

犯
罪
及
び
交
通
事
故
抑
止
な
ど
大
桑

　

令
和
６
年
度
定
例
表
彰
で
、
栩
秋

修
一
さ
ん
（
弓
矢
下
）
が
交
通
安
全

活
動
に
尽
力
し
た
功
労
者
や
団
体
、

優
良
運
転
者
を
表
彰
す
る
長
野
県
警

察
本
部
長
・
長
野
県
交
通
安
全
協
会

長
連
盟
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

栩
秋
さ
ん
は
平
成
22
年
か
ら
令
和

３
年
ま
で
大
桑
村
交
通
安
全
協
会
の

副
会
長
、
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
会
長

在
任
期
間
に
は
、
母
の
日
、
父
の
日

に
合
わ
せ
た
啓
蒙
活
動
を
始
め
る
な

ど
、
積
極
的
に
交
通
安
全
推
進
活
動

を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
栩
秋
さ
ん
は

「
最
近
は
高
齢
者
の
踏
み
間
違
い
事

故
が
多
い
。
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ

る
事
故
が
無
く
な
っ
て
欲
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

村
内
で
は
、
６
月
１
日
で
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
が
６
７
９
４
日
と
な
り

ま
し
た
。

須
原
駐
在

須
原
駐
在  

着
任
着
任

村
の
治
安
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

巡
回
連
絡
で
各
ご
家
庭
へ
お
伺
い

し
た
際
に
は
、
大
桑
村
の
こ
と
に
つ

い
て
色
々
と
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

▲山岡 伸也 駐在

交
通
安
全 

表
彰

▲栩秋 修一さん

▲昨年の敬老会

▲昨年の成人式

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

大
桑
村
教
育
委
員
会 

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０
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　村では住宅の耐震化に関する普及啓発や支援を進めています。
　昭和56年以前の建築基準法の旧耐震基準により建てられた住宅は、耐震性が低く、大きな揺
れに耐えられない可能性があります。１月１日に発生した能登半島地震においても、旧耐震基準
の家屋や古い日本家屋が多く倒壊しました。
　大桑村でも南海トラフ巨大地震を始め、東海地震、木曽山脈西縁断層帯の地震などで、震度５
強から震度７が予想されています。
　いつ起きるかわからない巨大地震から家族の命や財産を守るためにも、次の手順で耐震性の確
認や補強工事の検討をお願いします。

▲

問い合わせ先　住民課 生活環境係　℡＊＊５５‐３０８０

住宅住宅のの耐震性耐震性をを確認確認

❷  耐震性が低いと判断された場合は補強工事を検討
してください 
耐震補強を実施する場合、補助金があります。

■既存住宅耐震補強補助金
補 助 額   工事費や設計費、補強計画に要する経費の

8/10以内。（限度額は100万円）
補助条件   

▲  

耐震診断の結果、総合評点が1.0未満である
こと。

　　　　 

▲  

耐震補強工事後の総合評点が0.7以上かつ工
事前の総合評点を上回ること。

❶住宅の状態を確認しましょう
■住宅の耐震診断
長野県木造住宅耐震診断士が住宅
の耐震安全性の調査や評価、耐震
補強工事の方法を提案します。 
村が業務主体のため、所有者の費
用負担はありません。
対象住宅   昭和56年５月31日以前

に建築工事に着手した
一戸建て木造住宅

エ
ア
コ
ン
の
試
運
転
を
し
ま
し
ょ
う

　

近
年
は
木
曽
で
も
猛
暑
日
を
記
録
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
ど

の
家
庭
に
お
い
て
も
エ
ア
コ
ン
は
必
需

品
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
の
夏
本
番
の
修
理
や
設
置

工
事
は
全
国
的
に
込
み
合
い
ま
す
。
暑

く
な
る
前
に
エ
ア
コ
ン
の
試
運
転
を
行

い
、
異
常
が
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

試
運
転
の
前
に

　

試
運
転
を
行
う
前
に
、
フ
ィ
ル
タ
ー

な
ど
の
掃
除
を
行
い
ま
す
。

●
フ
ィ
ル
タ
ー

　

 　

フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
水
洗
い
す
る
か

掃
除
機
で
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。
汚
れ

が
ひ
ど
い
と
き
は
中
性
洗
剤
を
溶
か

し
た
ぬ
る
ま
湯
で
洗
い
、
そ
の
後
、

日
陰
で
乾
か
し
ま
す
。
２
週
間
に
１

度
を
目
途
に
掃
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
熱
交
換
器

　

 　

熱
交
換
器
と
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
外

す
と
現
れ
る
シ
ル
バ
ー
の
金
属
部
分

で
す
。
故
障
し
や
す
い
た
め
、
掃
除

は
プ
ロ
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

●
室
外
機

　

 　

室
外
機
の
吹
出
口
に
物
を
置
く
と
、

冷
房
の
効
果
が
下
が
り
ま
す
。
周
辺

に
物
を
置
い
た
り
、
カ
バ
ー
で
覆
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
直
射
日
光
が
当
た
る
と
室
外

機
が
温
ま
り
冷
房
の
効
果
が
下
が
り
ま

す
。
植
木
や
す
だ
れ
な
ど
で
日
陰
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

試
運
転
の
手
順

1 
運
転
モ
ー
ド
を
「
冷
房
」
に
し
て
、

温
度
を
16
〜
18
℃
、
風
量
を
最
大
に

設
定
し
、
10
分
程
度
運
転
す
る
。

□
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

▼ 

リ
モ
コ
ン
の
液
晶
は
表
示
さ
れ

ま
す
か
？

▼ 
リ
モ
コ
ン
で
操
作
で
き
ま
す

か
？

▼
冷
風
は
出
て
い
ま
す
か
？

▼ 

運
転
ラ
ン
プ
は
点
滅
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

2 
続
け
て
30
分
程
度
運
転
す
る
。

□
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

▼ 

室
内
機
か
ら
水
漏
れ
、
異
音
、

異
臭
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▼ 

室
外
機
か
ら
異
音
、
異
臭
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
異
常
が
あ
っ

た
場
合
は
、
エ
ア
コ
ン
の
運
転
を
中
止

し
、
エ
ア
コ
ン
を
購
入
し
た
販
売
店
や

メ
ー
カ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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５
月
21
日
、
気
象
庁
か
ら
、

　
　
　

今
年
の
夏
（
６
月
か
ら
８
月
）

は
平
年
よ
り
高
温
傾
向
で
あ
る
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

気
温
が
高
い
夏
に
怖
い
の
が
熱
中
症

で
す
。
熱
中
症
の
基
礎
的
な
知
識
を
ま

と
め
ま
し
た
。

熱
中
症
の
起
こ
り
方

　

人
の
身
体
は
体
温
が
上
が
っ
て
も
汗

や
皮
膚
温
度
を
上
げ
る
こ
と
で
体
温
調

整
を
自
然
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
が
起
こ
る
時
、
こ
の
体
温
調

整
機
能
が
次
の
３
つ
の
要
因
で
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

❶
環　

境  

　

急
に
気
温
が
上
が
っ
た
、
日
差
し
が

強
い
、
風
が
弱
く
湿
度
が
高
い
こ
と
な

ど
が
要
因
と
な
り
ま
す
。

❷
か
ら
だ

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
肥
満
体
質
の
人
、

二
日
酔
い
や
寝
不
足
な
ど
の
体
調
不
良

の
人
は
調
整
機
能
が
弱
か
っ
た
り
、
機
能

が
低
下
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

❸
行　

動

　

激
し
い
運
動
や
慣
れ
な
い
運
動
、
長

時
間
の
屋
外
作
業
、
水
分
補
給
不
足
は

要
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
要
因
で
体
温
の
上
昇

と
調
整
機
能
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と

熱
が
身
体
に
溜
ま
っ
て
し
ま
い
、
熱
中

症
を
発
症
し
ま
す
。

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

　

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
に
応
じ
て
暑
さ
を
避
け
る
対

策
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

1
室
内
の
場
合

　

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
て
温

度
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
遮
光
カ
ー
テ

ン
や
す
だ
れ
な
ど
で
直
射
日
光
を
遮
り

部
屋
の
温
度
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
も

効
果
的
で
す
。

2
屋
外
の
場
合

　

日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
、
こ
ま
め
に

日
陰
で
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

天
気
の
良
い
日
は
、
日
中
の
外
出
を

で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

3
か
ら
だ
の
蓄
熱
予
防

　

通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
性
・
速
乾
性

の
あ
る
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

暑
い
と
思
っ
た
ら
、
保
冷
剤
、
氷
、

冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
か
ら
だ
を
冷
や

し
ま
し
ょ
う
。

　

屋
内
で
も
屋
外
で
も
こ
ま
め
な
水
分

補
給
は
大
切
で
す
。
の
ど
の
渇
き
を
感

じ
な
く
て
も
水
分
補
給
を
す
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

外
出
中
な
ど
に
熱
中
症
を
疑
う
症
状

が
出
た
場
合
は
次
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

を
参
考
に
応
急
処
置
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
は
初
期
症
状
を
放
置
し
て
い

る
と
命
に
関
わ
る
病
気
で
す
。
軽
く
考

え
ず
、
予
防
を
行
う
と
と
も
に
万
一

な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
は
正
し
い
対
応

が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
熱
中
症
の
危
険
度
を
お
知
ら

せ
す
る
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
な
ど
は
環
境

省
熱
中
症
予

防
情
報
サ
イ

ト
か
ら
確
認

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

熱
中
症

熱
中
症
に
気
を
付
け
て

▲
環境省 
熱中症予防
情報サイト

▲  出典：厚生労働省HP 
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/
nettyuu/nettyuu_taisaku/happen.html

は
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花
桃
と
花
粉
症
の
季
節
も
過
ぎ
て

緑
鮮
や
か
な
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
て
大
桑
村
に
来
た
２
０
２
０

年
の
春
か
ら
数
え
て
５
回
目
の
春
を

迎
え
ま
し
た
。
本
当
に
年
々
暑
く
な

り
、
カ
メ
ム
シ
も
越
冬
し
木
曽
も
気

温
が
上
が
っ
て
温
暖
化
が
心
配
で
す

ね
。

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
の
夜
桜
ま
つ
り
、

地
域
の
集
ま
り
も
今
年
か
ら
少
し
ず

つ
再
開
さ
れ
、
村
も
通
常
モ
ー
ド
に

戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
僕
は
引
き
続
き
和
村
古
民

家
ラ
・
モ
ラ
（
ス
ペ
イ
ン
語
で
桑
の

意
味
）
の
改
装
、『
大
桑
焼
』
の
制

作
・
発
信
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
昨
年
ラ
・
モ
ラ
を
舞
台
に
開

催
し
た
『
土
着
と
ス
ト
リ
ー
ト
』
展

に
は
２
０
０
名
ほ
ど
の
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
度
も
何
か
催
し
物

を
開
催
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
３
月
に
は
役
場
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
『
山
山
山
や
ま
の
て
に

を
は
〜
山
に
つ
い
て
の
お
は
な
し
会

〜
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
教
授
で
持
続
可
能

な
里
山
を
研
究
さ
れ
て
い
る
高
野
雅
夫

さ
ん
、
山
形
県
出
羽
三
山
で
山や

ま

伏ぶ
し

を
し

な
が
ら
山
の
幸
を
採
集
し
生
業
に
繋
げ

て
い
る
成
瀬
正
憲
さ
ん
を
お
招
き
し
、

お
は
な
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
の
総
面
積
の
96
％
が
山
林
の
大
桑

村
に
住
ん
で
早
４
年
で
す
が
、
な
か
な

か
山
に
入
る
機
会
が
な
く
、
僕
自
身
大

桑
の
山
は
身
近
で
遠
い
存
在
で
し
た
。

村
で
今
で
も
山
に
入
っ
て
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
人
は
と
て
も
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
こ
の
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
村
で
今
で
も
山
の
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ま
に
、
山
で
の
仕
事
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ひ
の
き
の
間

伐
や
枝
打
ち
、
獣
に
よ
る
獣
害
を
防
ぐ

作
業
や
家
族
か
ら
受
け
継
い
だ
土
地
の

木
を
伐
り
整
備
さ

れ
て
い
る
様
子
を

見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
僕
の
倍

程
の
年
齢
と
は
思

え
な
い
身
の
こ
な

し
、
生
き
生
き
と

し
た
表
情
が
と
て

も
印
象
的
で
し

た
。
当
日
の
お
は

な
し
会
に
も
、
山

の
仕
事
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
さ
ま
は
じ
め
、

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
で
は
質
問
、
雑
談
の
時
間
を
設

け
た
の
で
す
が
思
い
の
ほ
か
発
言
し

て
い
た
だ
け
る
人
が
多
く
と
て
も
盛

り
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
熊
や
鹿
を
は
じ
め
獣
の
被
害

を
心
配
さ
れ
て
い
る
意
見
も
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
人
が
山
に
あ
ま
り
入

ら
な
く
な
り
、
人
と
自
然
の
境
界
が

接
近
し
過
ぎ
て
い
る
状
況
に
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
村
の
皆
さ

ま
の
山
へ
の
思
い
、
考
え
が
伺
え
た

と
て
も
良
い
会
で
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
も
今

年
度
ま
で
で
す
。
今
年
度
も
こ
の
よ

う
な
催
し
物
を
開
催
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

阿
寺
渓
谷
車
両
進
入

規
制

　

阿
寺
渓
谷
の
自
然
環
境
の
保
全

及
び
交
通
渋
滞
対
策
の
た
め
、
車

両
進
入
規
制
を
実
施
し
ま
す
。
実

施
期
間
は
７
月
13
日
㈯
か
ら
９
月

１
日
㈰
ま
で
で
す
。

※ 

阿
寺
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
、

遊
漁
券
保
持
者
及
び
自
転
車
は

規
制
対
象
外
で
す
。

　

こ
の
規
制
期
間
中
は
、
渓
谷
周

辺
の
駐
車
場
が
有
料
と
な
り
ま
す

が
、
村
民
が
運
転
す
る
車
両
に
限

り
駐
車
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

駐
車
場
を
ご
利
用
の
際
は
運
転
手

の
運
転
免
許
証
を
ス
タ
ッ
フ
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

規
制
情
報
の
ほ
か
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
な
ど
の
詳
細
は
、
後
日
大
桑

村
公
式
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

産
業
振
興
課 

商
工
観
光
係 

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

▲大桑村ＨＰ
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意
思
決
定
支
援

意
思
決
定
支
援
に
よ
る

に
よ
る

  

権
利
擁
護

権
利
擁
護

　

４
月
に
社
会
福
祉
士
と
し
て
福
祉
健

康
課
に
配
属
さ
れ
た
中
根
で
す
。
皆
さ

ん
は
「
社
会
福
祉
士
」
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？
社
会
福
祉
士
は
福
祉
に
関

わ
る
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
主
な
仕
事

で
す
が
、
大
き
な
役
割
と
し
て
皆
さ
ん

の
権
利
を
守
る
「
権
利
擁
護
」
に
関
す

る
相
談
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
権

利
擁
護
の
中
で
も
「
意
思
決
定
支
援
」

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
紹
介
し

ま
す
。

意
思
決
定
支
援
を
通
し
て 

 

尊
厳
を
守
る

　

私
た
ち
は
ど
こ
に
住
み
、
何
を
買
い
、

ど
こ
へ
行
く
か
等
、
普
段
何
気
な
い
選

択
を
繰
り
返
し
て
生
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
「
自
身
の
価
値
観
や
意
思
」
に
よ

り
選
択
し
、
生
活
し
て
い
く
こ
と
は
す

べ
て
の
人
に
「
権
利
」
と
し
て
保
障
さ

れ
、
そ
の
権
利
を
行
使
で
き
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

た
だ
、
障
害
や
加
齢
、
認
知
症
や
そ

の
他
の
疾
患
、
生
活
環
境
上
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
そ
の
判
断
や
選
択
、
権
利

の
行
使
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
心
身
の
機
能
や
判
断
能
力
が
十

分
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
ら
し

く
生
活
す
る
た
め
に
本
人
の
意
思
を
尊

重
す
る
こ
と
（
意
思
決
定
支
援
）
が
権

利
擁
護
の
実
践
そ
の
も
の
で
す
。
社
会

福
祉
士
は
そ
の
権
利
を
守
る
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

1 

「
本
人
の
こ
と
は
家
族
が
一
番
よ
く

わ
か
っ
て
い
る
か
ら
」
と
、
家
族
が
相

談
者
本
人
の
意
思
を
確
認
し
な
い
で

本
人
の
代
わ
り
に
全
部
決
め
て
い
る
。

2 
相
談
者
本
人
が
何
ら
か
の
意
思
表
示

を
し
た
時
に
、
「
客
観
的
に
見
て
適

切
で
は
な
い
」
「
不
合
理
だ
か
ら
」

と
本
人
の
意
思
を
考
慮
せ
ず
に
、
決

め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
家
族
や
支
援
者
か
ら
の

対
応
が
続
く
こ
と
で
、
本
人
が
「
自
分

の
こ
と
を
自
分
で
決
め
る
」
こ
と
を
あ

き
ら
め
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
本

人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
「
自

分
で
決
め
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
を

支
援
す
る
た
め
に
社
会
福
祉
士
は
次
の

こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

❶
「
〜
し
た
い
！
」
と
い
う
思
い
に 

 

気
づ
く
た
め
の
支
援

・ 

相
談
者
本
人
が
「
〜
し
た
い
！
」
と

い
う
意
思
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要

な
情
報
を
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
文

字
に
し
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
、
図
や
表
を
使
っ
て
説
明
し
、
本

人
が
理
解
し
て
い
る
事
実
に
誤
り
が

な
い
か
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

❷
「
〜
し
た
い
！
」
と
い
う
思
い
を 

 

表
明
す
る
こ
と
の
支
援

・ 

相
談
者
本
人
を
焦
ら
せ
な
い
よ
う
に

時
間
を
か
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
、
さ
ら
に
本
人
が
慣
れ
た

場
所
で
、
安
心
し
て
話
が
で
き
る
人

が
聞
き
取
り
、
同
席
す
る
な
ど
環
境

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

・ 

相
談
者
本
人
の
表
明
し
た
意
思
は
、

時
間
の
経
過
や
本
人
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
等
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
最
初
に
示
さ
れ
た
意
思

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
そ
の
意
思
を
随
時

確
認
し
て
い
き
ま
す
。

❸
「
〜
し
た
い
！
」
を 

 

実
現
す
る
た
め
の
支
援

・ 

相
談
者
本
人
か
ら
表
明
さ
れ
た
「
〜

し
た
い
！
」
を
生
活
に
反
映
さ
せ
る

た
め
利
用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

社
会
資
源
な
ど
様
々
な
手
段
の
検
討

を
し
ま
す
。
そ
の
際
に
本
人
の
で
き

る
こ
と
を
最
大
限
生
か
す
こ
と
に
配

慮
し
ま
す
。

・ 

本
人
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
は
代
替
え
案
を
提
案
し
、
本

人
と
よ
く
話
し
合
っ
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

お
わ
り
に

　

相
談
者
本
人
や
家
族
だ
け
で
は
本
人

の
「
〜
し
た
い
！
」
を
反
映
し
た
生
活

の
実
現
に
向
け
て
具
体
化
で
き
な
い
と

き
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
実
現
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
様
々
な
立
場
の
支
援

者
が
か
か
わ
る
こ
と
で
支
援
の
輪
が
広

が
り
、
本
人
の
「
〜
し
た
い
！
」
は
よ

り
良
い
形
へ
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
は
言
葉
に
で
き
な
い

「
〜
し
た
い
！
」
を
一
緒
に
探
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
生
活
で
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

大桑村地域包括支援センター大桑村地域包括支援センター
TEL ＊＊ 55-4022（直通）TEL ＊＊ 55-4022（直通）

包括支援包括支援
センターだよりセンターだより

中根 達朗 中根 達朗 社会福祉士社会福祉士
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情報掲示板情報掲示板
問  
大
桑
村
教
育
委
員
会

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

　

中
学
校
の
使
用
教
科
書
が
令

和
７
年
度
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
検
定
済
み
の
教

科
書
の
展
示
会
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
、
一
般
に
公
開
さ
れ

ま
す
。

期　

日

　

６
月
18
日
㈫
〜
７
月
２
日
㈫

時　

間

　

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

展
示
会
場

　

 

木
曽
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

１
階
ロ
ビ
ー

休
館
日

　

６
月
27
日
㈭

応
募
資
格

　

中
学
生
以
上
の
人

任　

期

　

令
和
６
年
７
月
１
日
㈪
か
ら

　

令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

活
動
内
容

　

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

応
募
方
法

　

申
込
書
を
病
院
正
面
入
口
の

応
募
箱
へ
入
れ
る
か
、
郵
送
・

メ
ー
ル
な
ど
で
応
募

応
募
締
切

　

６
月
21
日
㈮

問 

申  

長
野
県
立
木
曽
病
院

事
務
部
経
営
企
画
課

℡
22
‐
２
７
０
３

　

地
域
の
意
見
、
要
望
を
幅
広

く
聴
き
、
よ
り
良
い
病
院
と
す

る
た
め
、
木
曽
病
院
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

問  

県
庁
県
民
部
こ
ど
も
若
者

局
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
２
１
０

　

夏
休
み
に
入
る
と
学
校
給
食

が
な
く
、
食
事
に
困
る
子
ど
も

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
関
係
団
体
と
連
携

し
て
６
月
10
日
㈪
か
ら
７
月
12

日
㈮
ま
で
「
夏
休
み
前
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
開
催
し
、
食
品
の
寄
付

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
集
ま
っ

問  

公
益
財
団
法
人
あ
し
た
の

日
本
を
創
る
協
会

℡
03
‐
６
２
４
０
‐
０
７
７
８

 prize@
ashita.or.jp

　

公
益
財
団
法
人
あ
し
た
の
日

本
を
創
る
協
会
で
は
、
全
国
各

地
で
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

優
れ
た
地
域
活
動
団
体
を
顕
彰

す
る
「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら

し
づ
く
り
活
動
賞
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
が
直
面
す
る
様
々
な
課

題
を
自
ら
の
手
で
解
決
し
て
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
の
創
造
を

目
指
し
、
独
自
の
発
想
に
よ
り

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

活
動
団
体
等
の
活
動
の
経
験
や

知
恵
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
レ

ポ
ー
ト
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象

　

地
域
住
民
が
自
主
的
に
結
成

し
運
営
し
て
い
る
地
域
活
動
団

体
、
ま
た
は
、
地
域
活
動
団
体

と
積
極
的
に
連
携
し
て
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
、
学
校
等
で
２
年
以
上
活
動

に
取
り
組
み
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
団
体
。
活
動
範
囲
は

市
区
町
村
単
位

応
募
締
切

　

７
月
１
日
㈪

応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
メ
ー
ル
ま
た

は
、
郵
送
で
提
出

①
応
募
用
紙

② 

応
募
レ
ポ
ー
ト
（
２
０
０
０

字
程
度
）

③
写
真
（
５
〜
６
枚
程
度
）

　

応
募
様
式
は
協
会
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

た
食
品
は
、
生
活
に
困
っ
て
い

る
家
庭
や
、「
信
州
こ
ど
も
カ

フ
ェ
」
な
ど
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
を
行
う
団
体
へ
提
供
し

ま
す
。

募
集
食
品

　

缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、

カ
ッ
プ
麺
、
菓
子
類
、
米
な
ど

食
品
の
注
意
点

　

次
の
点
に
注
意
し
て
寄
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

賞
味
期
限
が
１
ヶ
月
以
上
あ

る
も
の

▼
未
開
封
の
も
の

▼ 

包
装
や
外
装
が
破
損
さ
れ
て

い
な
い
も
の

▼ 

日
本
語
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の

▼
常
温
保
存
で
き
る
も
の

　

そ
の
他
、
寄
付
の
受
付
会
場

や
本
活
動
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

教
科
書
展
示
会
の

開
催

木
曽
病
院

モ
ニ
タ
ー
募
集

家
庭
や
企
業
で

眠
っ
て
い
る
食
品
の

寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

あ
し
た
の
ま
ち
・

く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞

▲
長野県ＨＰ 
「夏休み前フードド
ライブ統一キャン
ペーン開催情報」

▲協会ＨＰ
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の行事予定
1 月
2 火 健康教室（野尻地区館）

3 水
4 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

5 金 七夕会（保育園）

6 土 推しレコ！（図書館）

7 日 分館対抗スポーツ大会

8 月
9 火 健康教室（野尻地区館）

10水 ゴールデンシューの日（スポーツ公園）

11木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

12金
13土
14日 須佐男神社例大祭（野尻地区）

15月 須佐男神社例大祭（野尻地区）

16火 健康教室（野尻地区館）

17水 まめっこおはなし会（図書館）

18木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

19金
20土
21日
22月 １学期終業式（小学校・中学校）

23火 健康教室（野尻地区館）

24水
25木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

26金 一保期納め（保育園）
鹿嶋神社例大祭（須原地区）

27土 図書館deシネマ（図書館）
鹿嶋神社例大祭（須原地区）

28日
29月
30火 健康教室（野尻地区館）

31水

７７月

※都合により、変更・中止になる可能性があります。 ①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 3、10、17
英 会 話 ① 19：30 3、10、17
押 し 花 教 室 ② 10：00 19
パ ッ チ ワ ー ク ⑦ 9：30 10、24
レザークラフト ⑦ 9：30 2、16
陶 芸 教 室 ④ 10：00 26、27

コール・マルベリー
① 19：30 10、24
② 19：30 3、17、31

詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 10：00 3、10、17、24、31
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 9、23
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 3、10、17、24、31
ヨ ガ ② 14：00 13、27
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 8、22
フラ教室〈昼〉 ③ 10：30 1、8、22
フラ教室〈夜〉 ⑤ 19：30 5、19
舞DANCE木曽＆
日本舞踊はなやぎ ⑤ 14：00 6、13、20、27

池坊いけばな教室 ③ 13：00 2、16
笑 い ヨ ガ ② 13：30 25
ヨガストレッチ ③ 20：30 3、10、17、31

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020
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５
月
10
日
、
大
桑
小
学
校
６
年
生
が
、
伊
奈
川

地
区
の
下
条
Ⅰ
遺
跡
で
遺
跡
発
掘
体
験
授
業
を
受

け
ま
し
た
。

　
発
掘
前
に
同
じ
伊
奈
川
地
区
で
県
宝
「
悠
久
の

ほ
ほ
え
み
」
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
話
を
聞

き
、
発
掘
を
始
め
ま
し
た
。

　
地
表
か
ら
１
ｍ
ほ
ど
掘
り
下
げ
ら
れ
た
発
掘
現

場
に
入
り
、
専
門
の
職
員
か
ら
掘
り
方
な
ど
を
教

わ
り
な
が
ら
進
め
る
と
、
は
っ
き
り
と
縄
の
模
様

の
あ
る
土
器
の
破
片
や
黒
曜
石
の
か
け
ら
な
ど
が

１
０
０
点
以
上
、
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
は「
い
つ
も
と
違
っ
て
楽
し
い
。ず
っ

と
や
り
た
い
」と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

７月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
7日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023
14 日㈰ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
15 日㈪ 古根医院（大桑村） 55-1188
21 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264
28 日㈰ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731

村の人口
1,471 世帯

（前月比＋１世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 0 ０ ０
死　　　亡 ４ ２ ６
転　　　入 ６ ５ 11
転　　　出 ２ ５ ７
総　人　口
（前月比）

1,591
（±０）

1,657
（－２）

3,248
（－２） 

（６月３日現在・住民基本台帳登録人数）

５月の
　できごと

大桑村公式LINE
友だち追加はこちら

大桑村公式Ｘ
（旧Twitter）

５月12日 郡少年相撲大桑大会

５月15 日 まめっこ 野菜苗植え

５月17日 保育園 よもぎ団子作り

５月23 日
大桑らんらん講座

食と農を考える実践情報交換会

５月18 日�
 

わくわく隊 ペットボトルロケットを飛ばそう！

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長野県木曽郡大桑村大字長野880番地１

　
　

　
　

　
　

　
TEL  0264-55-3080　

FAX  0264-55-4134
　

　
　

　
　

　
　

H  P  https://w
w

w
.vill.okuw

a.lg.jp/
　

　
　

　
　

　
　

m
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印
刷

／
木

曽
オ

ー
ル

プ
リ

ン
ト

株
式

会
社

広
報

お
お

く
わ
N
o.596

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
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６
年
６
月
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